


航空自衛隊は、発足から半世紀を過ぎた今日まで、良き伝統を

継承しつつ、国民の皆様から真に信頼される組織をめざし隊員

一丸となって、日夜、空の安全を守るため努力してまいりまし

た。

近年、世界情勢も大きく変動してきており、国際社会における

航空自衛隊の果たす役割は、ますます重要なものとなってきて

います。私たちは、一人の日本国民として、また自衛隊員とし

て、わが国の平和と安全・国際社会の平和と安定を確保したい

と願いながら、これからも精進してまいります。

このパンフレットによって、私たちの活動を知って頂き、空の

防衛についてのご理解を深める一助となれば幸いです。

Sinse its establishment over fifty years ago, the Japan
 

Air Self-Defense Force (JASDF) has built a proud
 

tradition of dedicated and trusted service to the
 

nation and its people,and continues to work tirelessly
 

around the clock to defend the peace and security of
 

Japan and its airspace.

Recently, JASDF’s involvement in international oper-
ations has expanded in response to rapid changes in

 
the increasingly volatile global security environment.
The entire Japan Self-Defense Force in fully commit-
ted and dedicated to securing the peace and stability

 
of Japan and the international community in these

 
challenging times.Our goal is to be an organization

 
that is completely trusted,both domestically and inter-
nationally, to reliably accomplish its missions.

We hope this brochure helps you to develop a better
 

understanding of the Japan Self Defense Force and
 

its roles, missions, organization, and day-to-day air
 

defense operations and activities.
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防衛力の役割

新たな脅威や多様な事態へ

の実効的な対応

防衛大綱では、大量破壊兵器や弾道ミ
サイルの拡散の進展、国際テロ組織の活
動などにより大きく変化した安全保障環
境を踏まえ、新たな脅威や多様な事態へ
の実効的な対応を防衛力の第一の役割と
して位置づけています。
そして、新たな脅威や多様な事態のう

ち、主なものに関する対応と自衛隊の体
制の考え方について、弾道ミサイル攻撃
への対応、ゲリラや特殊部隊による攻撃
などへの対応、島嶼部に対する侵略への
対応、周辺海空域の警戒監視および領空
侵犯対処や武装工作船などへの対応、大
規模・特殊災害などへの対応の５項目を
例示しています。航空自衛隊は、主に空
というフィールドにおいてこれらの事態
の対処を行っています。
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① F-2戦闘機
-

② 新型レーダー（FPS -5)
-

③ 航空自衛隊主力戦闘機（F-15J ）
-

④ 地対空誘導弾ペトリオット(PAC3)
( )
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防衛力の役割

本格的な侵略事態への備え

わが国に対する武力攻撃が行われる場

合には、周辺を海に囲まれたわが国の地

理的な特性や現代戦の様相から、まず航

空機やミサイルによる急襲的な航空攻撃

が行われ、この航空攻撃は反復されると

考えられます。

航空自衛隊では、敵の航空攻撃に即応

して国土からできる限り遠方の空域で迎

え撃ち、敵に航空優勢を獲得させず、国

民と国土の被害を防ぐとともに、敵に大

きな損害を与え、敵の航空攻撃の継続を

困難にするよう努めます。
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■ 侵入する航空機の発見

■ 発見した航空機の識別

■ 敵の航空機に対する要撃 ・撃破など

侵入する航空機の発見

発見

発見

発見

※１：自動化された航空警戒管制組織であり、指揮命令、航跡情報などを伝
達・処理する全国規模の指揮通信システム

※２：来襲する空中目標を撃破するため、戦闘機を発進又は地対空誘導弾を
発射させること

航空警戒管制部隊のレーダーや早期警戒管制機などにより、

わが国周辺のほぼ全域を常時監視し、侵入する航空機などを

できる限り早く発見します。

自動警戒管制組織（BADGE システム)※１などにより、発見した

航空機が敵か味方かを識別します。

※２

敵の航空機と判断される場合、航空警戒管制組織により、地

上又は空中で待機する戦闘機や陸上自衛隊又は空自の地対空

誘導弾部隊に撃破すべき目標を割り当て、管制・誘導された

戦闘機や地対空誘導弾で敵の航空機を撃破します。

彼我不明機（UNK Aircraft）
早期警戒管制機(AWACS )

早期警戒機(E-2C)

彼我不明機（UNK Aircraft）

彼我不明機（UNK Aircraft）

警戒管制レーダー（Radar)



敵の航空機に対する要撃・撃破など

発見した航空機の識別

敵･味方の識別

凡例

情報・指示の流れ

要撃指令

要撃指令

凡例

情報・指示の流れ

地対空誘導弾（S urface-to-Air g uided missile）

地対空誘導弾
(S urface-to-Air g uided missile）

防空指令所（DC；Direction Center）：
レーダーサイトなどからの情報をもとに要撃管制
などを行う指令所

空中警戒待機（CAP；Combat Air Patrol）：
敵機の接近に即応できるよう、戦闘機を武装した状態
で空中待機させておくこと。
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彼我不明機（UNK Aircraft）

彼我不明機（UNK Aircraft）

彼我不明機（UNK Aircraft）

早期警戒管制機(AWACS )

早期警戒機(E-2C)

防空司令所(DC)

防空司令所(DC)航空団戦闘指揮所
(WOC；Wing Operation Center)

敵の航空機（Hostile）

敵の航空機（Hostile）

敵の航空機
(Hostile）

敵の航空機
(Hostile）

戦闘機（Fig hter Aircraft）

撃破

撃破

撃破 空中警戒待機(CAP)中の戦闘機

早期警戒管制機

(AWACS )

緊急発進する戦闘機

警戒管制レーダー（Radar)



防衛力の役割

国際的な安全保障の改善のため

の主体的・積極的な取組

今日のように、お互いが依存し合って

成り立っている国際社会においては、世

界全体が平和でなければ、一国の繁栄も

ありません。

わたしたち航空自衛隊は、国際平和協

力活動を通じて国際平和のための努力、

国際緊急援助活動などによる国際協力の

推進など国際社会の平和と安定を維持・

増進していくため、平素より二国間・多

国間訓練を含む安全保障対話・防衛交流

を積極的に推進しています。

① 日米共同訓練 コープノース･グアム

② 米太平洋空軍司令官の空幕長表敬

③ ブラジル国防武官の空幕長表敬

④ ロシア国防武官の空幕長表敬

⑤ ニュージーランド国防武官の空幕長 表敬

⑥ 日米共同訓練（レッド･フラッグ･アラスカ)

⑦ 日米共同訓練（救難訓練）

②
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航空自衛隊の任務

防 空

我が国は、侵攻してくる敵機に対して

戦闘機や地対空ミサイルで防衛します

が、これを支えるものとして、侵攻機を

早期に発見し効果的な防空を可能とする

航空警戒管制組織、地上レーダーでは発

見困難な目標をとらえる早期警戒管制機

があります。また戦闘機は、着上陸侵攻

しようとする艦船や地上部隊の阻止など

にも用いられます。

① 全国に展開している航空警戒管制
レーダー

② 日本の空を24時間態勢で監視

③ 低空侵入してくる航空機の早期発見
能力に優れた早期警戒機（E-2C)

④ 優れた警戒管制能力を持つ早期警戒
管制機（E-767)

( )

⑤ 地対空誘導弾 ペトリオット(PAC3)

①

②

③
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過去５年間の緊急発進回数
-

領空侵犯に備えた警戒と緊急発進(スクランブル)

スクランブル２万回

航空自衛隊は、全国のレーダーサイトと早期警戒機（E-２

C）、早期警戒管制機（E-767）などにより、わが国とその周

辺の上空を24時間態勢で監視しています。また、戦闘機が直

ちに発進できるよう、その一部を常に待機させています。

領空侵犯のおそれのある航空機を発見した場合、緊急発進

した空自の戦闘機などがその航空機に接近して状況を確認

し、必要に応じてその行動の監視を行います。実際に領空侵

犯が発生した場合には、退去の警告などを発します。

アラート機のスクランブル発進

34511328 44
南西航空混成団

25731811 36
西部航空方面隊

57152229 54
中部航空方面隊

123908890 173
北部航空方面隊

方

面

隊

等

239229141158 307
総 数

18
(06)

17
(05)

16
(04)

15
(03)

19
(07)

年度
区分

航空自衛隊は、昭和33年２月17日に「領空侵犯に対する措

置」任務を開始しました。以来、１年365日、休むことなく、

本任務のための待機態勢をとり続けています。

本任務に伴い実施する緊急発進（スクランブル）は、昭和

33年５月13日に第１回目を行って以来、昭和58年２月１日に

１万回に達し、また平成18年４月６日に２万回に達しました。

これまで領空侵犯に至った事例は通算34件です。

最近10年間のスクランブル回数とその内訳は、下図のとお

りであり、平成19年度のスクランブル回数は、近年ではもっ

とも多い実施回数でした。

「領空侵犯に対する措置」任務は、わが国の主権を守る上

で重要であり、航空自衛隊は、昼夜問わず、引き続きこの任

務を適切に実施しうる態勢を維持しています。

/

/

9

わが国の周辺を飛行する中国軍機

350
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0

最近10年間のスクランブル実施回数とその内訳

1413121110 18171615 (年度)

(回数)

ロシア 中国 台湾 その他

19



航空自衛隊の任務

大規模災害等各種事態対応

我々航空自衛隊は、大規模災害など各

種の事態に際し、人命及び財産を保護す

るため、各都道府県などと連携して直ち

に航空機などによる偵察や連絡要員の派

遣を行うとともに、各種事態に適切に対

応するよう努めています。

大規模災害によりよく対応するため

に、航空自衛隊は、平成18年10月、航空

機動衛生隊を新編し、現在、重症患者を

搬送するシステムと手順の構築を進めて

います。

-

-

① 救助訓練

② 新潟中越地震（2004.10）

③ 新潟県中部水害（2004.７）

④ 急患空輸

⑤ 有珠山噴火（偵察）（2000.３）
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航空自衛隊の任務

国際緊急援助活動と国際平和

協力業務

私たちは、人道的な貢献や国際的な安

全保障環境の改善の観点から、国際緊急

援助活動に積極的に取り組んでいます。

最近では、インドネシア・スマトラ沖大

規模地震やパキスタン大地震、インドネ

シア・ジャワ島中部地震に際しての部隊

派遣など、積極的に人道的な貢献を果た

しています。

また、国際社会は、イラク国家の速や

かな再建を図るため、イラクの国民によ

る自主的な努力を支援し、及び促進しよ

うとする取り組みを行ってきました。こ

の取り組みに主体的・積極的に寄与する

ため、わが国はイラク人道復興支援活動

を行ってきました。

航空自衛隊の活動実績は派遣人員延べ

約3,600名、輸送回数821回、輸送人員46，

500名、輸送貨物約673トンを実施し、５

年間におよぶ活動を終えました。

12

航空自衛隊が行った国際緊急援助活動の実績
(2007.12.31現在)

航空自衛隊が行った国際平和協力業務等の実績
(2008.12.31現在)

項 目 派遣期間 主な業務内容

ホンジュラス共和国における国際
緊急援助活動（ハリケーン災害）

平成10年11月13日
～12月９日 ・医療部隊の装備品などの輸送

インドにおける国際緊急援助活動
(地震災害)

平成13年２月５日
～２月11日 ・救援物資などの空輸

イラン国際緊急援助活動
(地震災害)

平成15年12月
～平成16年１月 ・救援物資などの空輸

インドネシア国際緊急援助活動
(地震・津波災害)

平成17年１月
～３月 ・救援物資などの空輸

パキスタン・イスラム共和国におけ
る国際緊急援助活動 (地震災害)

平成17年10月
～12月２日 ・陸自へり・救援物資などの空輸

インドネシア国際緊急援助活動
(ジャワ島地震災害)

平成18年６月
～６月22日 ･陸自派遣部隊の物資輸送

項 目 派遣期間 主な業務内容

国連カンボジア暫定機構
(UNTAC)

平成４年９月
～平成５年９月

・人員及び資器材の空輸

国連モザンビーク活動
(ONUMOZ)

平成５年５月
～平成７年１月

・輸送手段の割り当て、通関の補助その他輸送に
関する技術的調整

ルワンダ難民救援
(UNAMIR)

平成６年９月
～12月

・ナイロビ(ケニヤ)とゴマ(ザイール)の間で、ルワ
ンダ難民救援隊の隊員や補給物資等の空輸

国連兵力引き離し監視隊
(UNDOF)

平成８年２月
～活動中

・食料品等の輸送

東ティモール難民救援
(UNTAET)

平成11年12月
～平成12年２月

・東ティモール避難民のための援助物資の空輸
・UNHCR 関係者の航空輸送

アフガニスタン難民救援国際平和
協力業務

平成13年10月
・アフガニスタン難民救援のための援助物資の
空輸

東ティモール国際平和協力業務
平成14年２月
～平成16年２月

・東ティモール救援隊の隊員及び資器材の空輸

イラク難民支援国際平和協力業務 平成15年３月 ・イラク難民支援のための物資空輸（アンマン）

イラク被災民救援国際平和協力業務
平成15年７月
～平成15年８月

・イラク被災民救援物資空輸

イラク人道復興支援活動
平成15年12月
～平成20年12月

・人道復興支援関連物資等の空輸



インドネシア国際緊急援助活動（2005.１～３)

パキスタン・イスラム共和国における国際緊急援助活動 (地震災害)
(2005.10～12) n

イラク人道復興支援活動（2003.12～2008.12）

国連兵力引離し監視隊（UNDOF・ゴラン高原)

･

インドネシア国際緊急援助活動（ジャワ島地震災害）（2006.６)
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教育訓練

入隊すると航空教育隊や幹部候補生学

校で、それぞれ航空自衛官としての基盤

教育を受けます。これが終了すると職種

に応じて専門的な技術を身につけるため

各術科学校に進み卒業後、部隊に配置さ

れます。

各部隊では、仕事を行いながら段階的

に知識や技術のレベルを向上させる実務

訓練や、定期的に行われる演習等を通じ

て組織としての能力向上を図っていま

す。

① 基礎教育を受講する学生

② 幹部候補生の訓練

③ 教育課程を卒業する女性自衛官

14

①

②

③



第５術科学校(小牧)

5th Technical school (Komaki)

第４術科学校（熊谷)

4th Technical school (Kumagaya)

第３術科学校（芦屋)

3rd Technical school (Ashiya)

第２術科学校（浜松)

2nd Technical school (Hamamatsu)

第１術科学校（浜松)

1st Technical school (Hamamatsu)
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航空管制、要撃管制など航空警戒管制と航空保安管制に関す

る課程

Aircraft Control and Warning Career Field Courses

航空管制教育

地上通信の操作及び整備、気象観測及び整備など通信、情報

に関する課程

Communications and Intelligence Career Field Courses

通信機器操作教育

補給、輸送、車両整備、調達、施設、人事、会計などの後方

業務に関する課程

Logistics Career Field Courses

消防員教育

ペトリオット、地上レーダーなど主に電子器材の整備に関す
る課程
Electronics Equipment Maintenance Career Field Courses

射撃統制装置整備教育

航空機の機体、エンジン、計器、搭載レーダーや武器など主

に、航空機の整備に関する課程

Aircraft Maintenance Career Field Courses

ミサイル搭載教育



身近な活動

航空自衛隊に対する国民の理解と関心

を深め、より一層の信頼と協力を得るた

めに、航空機の体験搭乗・部隊見学・部

外行事への参加など様々な広報活動を

行っています。

① 航空観閲式（百里基地）

② 体験飛行

③ ランウェイウォーク（入間基地）

④ 青少年防衛講座

⑤ Ｇ1レースでの音楽隊演奏

⑥ T-4発進訓練展示（エアーパーク）
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①

②

④

⑥

③

⑤
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身近な活動

自衛隊音楽まつり
S .D .F.Music Festival

航空自衛隊は、前項の活動の他、年間

を通じ航空祭・基地開庁行事・音楽まつ

り等の各種イベントを行っております。

各種イベントの情報は、航空自衛隊

ホームページ又は各基地広報室までお問

い合わせください。（航空自衛隊公式ホー

ムページアドレスは、裏表紙をご覧下さ

い。）

18

航空祭
Air Festival



自衛隊音楽まつり
S .D .F.Music Festival

自衛隊音楽まつり
S .D .F.Music Festival
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熊本城築城400年祭
400th anniversary；Kumamoto Castle
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第３補給処（入間）

第４補給処（入間）

その他の
部隊・機関
Other Units and

 
Organizations

自衛隊三沢病院（三沢）

自衛隊岐阜病院（岐阜）

自衛隊那覇病院（那覇）

その他の大臣直轄部隊

幹部学校（目黒）

航空中央業務隊（市ヶ谷）

航空中央音楽隊（立川）

航空システム通信隊（市ヶ谷）

航空開発実験集団司令部（入間）

飛行開発実験団（岐阜）

電子開発実験群（入間）

航空医学実験隊（入間・立川）

航空開発
実験集団

Air Development
 

and Test Command

航空教育集団司令部（浜松）

第１航空団（浜松）

第４航空団（松島）

第11飛行教育団（静浜）

第12飛行教育団（防府北）

第13飛行教育団（芦屋）

航空教育隊（防府南・熊谷）

飛行教育航空隊（新田原）

教材整備隊（浜松）

幹部候補生学校（奈良）

第１術科学校（浜松）

第２術科学校（浜松）

第３術科学校（芦屋）

第４術科学校（熊谷）

第５術科学校（小牧）

航空教育集団
Air Training Command

航空支援集団
Air Support

 
Command

航空支援集団司令部（府中）

航空救難団（入間）

第１輸送航空隊（小牧）

第２輸送航空隊（入間）

第３輸送航空隊（美保）

航空保安管制群（入間）

航空気象群（府中）

飛行点検隊（入間）

特別航空輸送隊（千歳）

その他の直轄部隊

基地防空教導隊（千歳）

高射教導隊（浜松）

飛行教導隊（新田原）

航空総隊司令部飛行隊（入間）

警戒航空隊（浜松、三沢）

偵察航空隊（百里）

南西航空混成団
Southwestern

 
Composite

 
Air Division

西部航空方面隊
Weste
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Flight Check Squadron

 

1st Air Depot (Kisarazu)

2nd Air Depot (Gifu)

3rd Air Depot (Iruma)

4th Air Depot (Iruma)

(Iruma)

Spec

 

Misawa SDF Hospital(Misawa)

Gifu SDF Hospital(Gifu)

Naha SDF Hospital(Naha)

Other Minister Direct Reporting Units

 

Air Staff College (Meguro)

Central Air Base Group (Ichigaya)

JASDF Central Band (Tachikawa)

Air Communications and Systems Wing
（Ichigaya）

ial Airlift Group (Chitose)

Othe

 

Headquarters,Air Development and
 

Test Command (Iruma)

Air Development and Test Wing (Gifu)

Electronics Development and
 

Test Group (Iruma)

Aeromedical Laboratory(Tachikawa)

r Direct Reporting Units

 

Air Defense Missile Training Group (Chitose)

Air Defense Missile Training Group (Hamamatsu)

Tactical Fighter Trai

 

Headquarters,Air Training
 

Command (Hamamatsu)

1st Air Wing (Hamamatsu)

4th Air Wing (Matsushima)

11th Flying Training Wing (Shizuhama)

12th Flying Training Wing (Hofukita)

13th Flying Training Wing (Ashiya)

Air Basic Training Wing (Hofuminami･

kumagaya)

Fighter Training Group (Nyutabaru)

Air Training Aids Group (Hamamatsu)

Air Officer Candidate School(Nara)

1st Technical School(Hamamatsu)

2nd Technical School(Hamamatsu)

3rd Technical School(Ashiya)

4th Technical School(Kumagaya)

5th Technical School(Komaki)

ning Group (Nyutabaru)

Air Defense Command Flight Group (Iruma)

A

 

Headquarters,Air Support Command

(Fuchu)

Air Rescue Wing (Iruma)

1st Tactical Airlift Group (Komaki)

2nd Tactical Airlift Group (Iruma)

3rd Tactical Airlift Group (Miho)

Air Traffic Control Service Group (Iruma)

Air Weather Service Group (Fuchu)

irborne Early Warning Group (Hamamatsu,Misawa)

Tactical Reconnaissance Group (Hyakuri)

南西航空混成団司令部（那覇）
Headquarters,Southwestern

 
Composite Air Division (Naha)

第83航空隊（那覇）
83rd Air Wing (Naha)

南西航空警戒管制隊（那覇）
Southwestern Aircraft Control

&Warning Wing (Naha)

第５高射群（那覇）
5th Air Defense Missile Group (Naha)

南西航空施設隊（那覇）
Southwestern Air Civil

 
Engineering Group (Naha)

南西航空音楽隊（那覇）
Southwestern Air Band (Naha)

西部航空方面隊司令部（春日）
Headquarters,Western

 
Air Defense Force(Kasuga)

第５航空団（新田原）
5th Air Wing (Nyutabaru)

第８航空団（築城）
8th Air Wing (Tsuiki)

西部航空警戒管制団（春日）
Western Aircraft Control

&Warning Wing (Kasuga)

第２高射群（春日）
2nd Air Defense Missile Group

(Kasuga)

西部航空方面隊司令部支援飛行隊（春日)
WADF Headquarters,Support Flight

 
Squadron (Kasuga)

西部航空施設隊（芦屋）
Western Air Civil Engineering

 
Group (Ashiya)

西部航空音楽隊
Western Air Band (Kasuga)

中部航空方面隊司令部（入間）
Headquarters,Central Air

 
Defense Force(Iruma)

第６航空団（小松）
6th Air Wing (Komatsu)

第７航空団（百里）
7th Air Wing (Hyakuri)

中部航空警戒管制団（入間）
Central Aircraft Control

&Warning Wing (Iruma)

第１高射群（入間）
1st Air Defense Missile Group (Iruma)

第４高射群（岐阜）
4th Air Defense Missile Group (Gifu)

中部航空施設隊（入間）
Central Air Civil Engineering (Iruma)

硫黄島基地隊（硫黄島）
Iwojima Air Base Group (Iwojima)

中部航空音楽隊（浜松）
Central Air Band (Hamamatsu)

北部航空方面隊司令部（三沢）
Headquarters,Northern

 
Air Defense Force(Misawa)

第２航空団（千歳）
2nd Air Wing (Chitose)

第３航空団（三沢）
3rd Air Wing (Misawa)

北部航空警戒管制団（三沢）
Northern Aircraft Control

&Warning Wing (Misawa)

第３高射群（千歳）
3rd Air Defense Missile Group

(Chitose)

第６高射群（三沢）
6th Air Defense Missile Group (Misawa)

北部航空施設隊（三沢）
Northern Air Civil Engineering

 
Group（Misawa）

北部航空音楽隊（三沢）
Northern Air Band (Misawa)

Headquarters,Air Defense Command (Fuchu)

Air Defense Command

 

Chief of Staff,ASDF
 

Air Staff Office (Ichigaya)

Minister of Defense



①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

凡 例
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稚 内
網 走
根 室
襟 裳
当 別
長 沼
八 雲
奥 尻 島
大 湊
車 力
東 北 町
加 茂
秋 田
山 田
佐 渡
新 潟
大滝根山

霞 ヶ 浦
習 志 野
峯 岡 山
立 川
武 山
硫 黄 島
御 前 崎
高 蔵 寺
輪 島
笠 取 山
白 山
串 本
饗 庭 野
経 ヶ 岬
高 尾 山
見 島
土佐清水

海 栗 島
福 江 島
背 振 山
高 良 台
高 畑 山
下 甑 島
奄美大島
沖永良部島
恩 納
知 念
与 座 岳
久 米 島
宮 古 島

分 屯 基 地

① 千 歳
② 三 沢
③ 松 島
④ 百 里
⑤ 熊 谷
⑥ 木更津
⑦ 十 条
⑧ 市ヶ谷
⑨ 目 黒

府 中
入 間
静 浜
浜 松
小 牧
岐 阜
小 松
奈 良

美 保
防府北
防府南
築 城
芦 屋
春 日
新田原
那 覇

基 地

航空機保有基地



航空自衛隊の主要装備 F-15J 戦闘機

F-2 戦闘機
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乗員：１名
エンジン：F100-PW100、10,600kg×２
全幅：13.1m
全長：19.4m
全高：5.6m
全備重量：24,820kg
最大速度：マッハ2.5
実用上昇限度：19,000m
航続距離：4,600km
武装：20mm機関砲１門 AIM-7 ４発 AIM-9 ４発

Crew：1 pilot
 

Engine：F100-PW100、10,600kg×２
Width：13.1m

 
Length：19.4m

 
Height：5.6m

 
Weight：24,820kg

 
Max Speed：Mach2.5
Operational Altitude：19,000m

 
Range：4,600km

 
Armament：１×20mmGun、4×AIM-7、4×AIM-9

乗員：１名
エンジン：F110-GE-129、13,380kg×１
全幅：11.13m
全長：15.52m
全高：4.96m
最大速度：約マッハ2.0
航続距離：約4,000km

 

Crew：1 pilot
 

Engine：F110-GE-129、13,380kg×１
Width：11.13m

 
Length：15.52m

 
Height：4.96m

 
Max Speed：about Mach2.0
Range：about 4,000km



 

F-4EJ 戦闘機

RF-4E 偵察機

E-767 早期警戒管制機

E-2C 早期警戒機

T-7 初等練習機

T-4 中等練習機

T-4 ブルーインパルス

T-400 輸送機･救難機等基本操縦練習機

B-747-400 特別輸送機
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乗員：２名
エンジン：J79-GE/IHI-17、８,120kg×２
全幅：11.7m
全長：19.2m
全高：5.0m
全備重量：25,960kg
最大速度：マッハ2.2
実用上昇限度：17,200m
航続距離：２,900km
武装：20mm機関砲１門 AIM-7 ４発 AIM-9 ４
発

Crew：2crew members
 

Engine：J79-GE/IHI-17、8,120kg×２
Width：11.7m

 
Length：19.2m

 
Height：5.0m

 
Weight：25,960kg

 
Max Speed：Mach 2.2
Operational Altitude：17,200m

 
Range：2,900km

 
Armament：１×20mmGun,４×AIM-9,４×AIM-9

性能諸元は、F-4EJとほぼ同じです。F-4EJの火器
管制装置や武装のかわりに各種カメラ等を装備し
ています

About the same flight characteristics as the
 

F-4EJ in lieu of weapons system, the RF-4E
 

carries various types of cameras.

乗員：20名
エンジン：CF6-80C2、27,896kg×２
全幅：48m
全長：49m
全高：19m
全備重量：171,000kg（最大）
最大速度：約832km/h
航続距離：約9,000km

 

Crew：20crew members
 

Engine：CF6-80C2、27,896kg×２
Width：48m

 
Length：49m

 
Height：19m

 
Weight：171,000kg/Maximum Gross Weight

 
Max Speed：about 832km/h

 
Range：about 9,000km

乗員：５名
エンジン：T-56-A-425、4,910ESHP×２
全幅：24.6m
全長：17.6m
全高：5.6m
全備重量：23,300kg
最大速度：600km/h
航続距離：2,550km

 

Crew：5crew members
 

Engine：T56-A-425、4,910ESHP×２
Width：24.6m

 
Length：17.6m

 
Height：5.6m

 
Weight：23,300kg

 
Max Speed：600km/h

 
Range：2,550km

乗員：２名
エンジン：250-B17F、450HP×１
全幅：10.04m
全長：8.59m
全高：2.96m
全備重量：1,500kg
最大速度：380km/h（水平速度）

Crew：2crew members
 

Engine：250-B17F、450HP×１
Width：10.04m

 
Length：8.59m

 
Height：2.96m

 
Weight：1,500kg

 
Max Speed：380km/h（max speed at level flight）

乗員：２名
エンジン：F3-IHI-30、1,670kg×２
全幅：9.9m
全長：13.0m
全高：4.6m
全備重量：5,760kg
最大速度：1,040km/h
航続距離：1,300km

 

Crew：2crew members
 

Engine：F3-IHI-30、1,670kg×２
Width：9.9m

 
Length：13.0m

 
Height：4.6m

 
Weight：5,760kg

 
Max Speed：1,040km/h

 
Range：1,300km

「ブルーインパルス」は、航空自衛隊のアクロバッ
ト・チームで、宮城県松島基地の第４航空団に所
属しており、正式名を「第11飛行隊」といいます。
「ブルーインパルス」に使用している航空機は
T-4に特別な塗装と尾部に発煙装置をつけたもの
です。T-4ブルーインパルスは、F86F、T-2に続く
３代目のチームです。

Blue impules is the JASDF’s aerobatic team
 

which belongs to the Fourth Air Wing, Matsu
 

shima Air Base, whose official name is the 11th
 

Squadron. It currently uses the T-4 aircraft
 

which is the third type of aircraft following
 

the F-86F and T-2.

乗員：３名
エンジン：JT15D-5F、1,315kg×２
全幅：13.3m
全長：14.8m
全高：4.2m
最大速度：約840km/h
航続距離：約2,800km

 

Crew：3crew members
 

Engine：JT15D-5F、1,315kg×２
Width：13.3m

 
Length：14.8m

 
Height：4.2m

 
Max Speed：about 840km/h

 
Range：about 2,800km

乗員：17～25名
エンジン：CF6-80C2、26,318kg×４
全幅：64.9m
全長：70.7m
全高：19.1m
自重：178,352kg
巡航速度：900km/h
航続距離：13,000km

 

Crew：17～25crew members
 

Engine：CF6-80C2、26,318kg×４
Width：64.9m

 
Length：70.7m

 
Height：19.1m

 
Weight：178,352kg

 
Cruising Speed：about 900km/h

 
Range：about 13,000km



航空自衛隊の主要装備 KC-767空中給油・輸送機

UH-60J 救難ヘリコプター

乗員：４～８名
エンジン：CF6-81C227,896kg×２
全幅：48m
全長：49m
全高：16m
巡航速度：約850km/h
航続距離：約7,200km（30t積載時）

Crew：4to8crew members
 

Engine：CF6-81C227,896kg×２
Width：48m

 
Length：49m

 
Height：16m

 
Cruising Speed：about 850km/h

 
Range：about 7,200km w/30tons of Cargo

乗員：５名
エンジン：T-700-IHI-401C、1,662HP×２
全幅：16.4m
全長：19.8m
全高：5.1m
巡航速度：265km/h
行動半径：463km
（注）機体寸法は、ローター部を含む。

Crew：５ crew members
 

Engine：T-700-IHI-401C、1,662HP×２
Width：16.4m

 
Length：19.8m

 
Height：5.1m

 
Cruising Speed：265km/h

 
Radius of Action：463km

 
note：aircraft length include rotor blades.
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C-1 中型輸送機

CH-47J 輸送ヘリコプター

V-107A救難ヘリコプター

C-130輸送機

U-125A救難捜索機

U-125 飛行点検機

YS-11 中型輸送機

U-4 多用途支援機

地対空誘導弾 ペトリオット
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乗員：５名
エンジン：JT8D-9、6,600kg×２
全幅：31m
全長：29m
全高：10m
全備重量：約39t
最大速度：800km/h
ペイロード：8,000kg（最大）
航続距離：1,300km（ペイロード8,000kg）

2,200km（ペイロード6,500kg）

Crew：5crew members
 

Engine：JT8D-9、6,600kg×２
Width：31m

 
Length：29m

 
Height：10m

 
Weight：about 39t

 
Max Speed：800km/h

 
Payload：maximum cargog-8,000kg

 
Range：1,300km w/8,000kg of cargo.
2,200km w/6,500kg of cargo.

乗員：３名
エンジン：T55-K-712、3,149SHP×２
全幅：18.3m
全長：30.2m
全高：5.7m
全備重量：約22.6t
巡航速度：250km/h
航続距離：560km（約８t搭載時）
（注）機体寸法は、ローター部を含む。

Crew：3crew members
 

Engine：T55-K-712、3,149SHP×２
Width：18.3m

 
Length：30.2m

 
Height：5.7m

 
Weight：about 22.6t

 
Cruising Speed：250km/h

 
Range：560km w/8tons of Cargo

 
Note：aircraft length includes rotor blades.

乗員：５名
エンジン：CT58-IHI-110-1、1,250HP×２
全幅：15.3m
全長：25.4m
全高：5.15m
巡航速度：240km/h
航続距離：1,000km
（注）機体寸法は、ローター部を含む。

Crew：5crew members
 

Engine：CT58-IHI-110-1、1,250HP×２
Width：15.3m

 
Length：25.4m

 
Height：5.15m

 
Cruising Speed：240km/h

 
Range：1,000km

 
Note：aircraft length includes rotor blades.

乗員：６名
エンジン：T56-A-15、4,910ESHP×４
全幅：40.4m
全長：29.8m
全高：11.7m
全備重量：約70.3t
最大速度：600km/h
ペイロード：19,400kg
航続距離：4,000km

 

Crew：6crew members
 

Engine：T56-A-15、4,910ESHP×４
Width：40.4m

 
Length：29.8m

 
Height：11.7m

 
Weight：about 約70.3t

 
Max Speed：600km/h

 
Payload：19,400kg

 
Range：4,000km

乗員：４名
エンジン：TFE731-5R-1H、1,950kg×２
全幅：15.7m
全長：15.6m
全高：5.4m
最大速度：815km/h
航続距離：約4,200km

 

Crew：4crew members
 

Engine：TFE731-5R-1H、1,950kg×２
Width：15.7m

 
Length：15.6m

 
Height：5.4m

 
Max Speed：815km/h

 
Range：about 4,200km

乗員：４名
エンジン：TFE731-5R-1H、1,950kg×２
全幅：15.7m
全長：15.6m
全高：5.4m
最大速度：860km/h
航続距離：約5,500km

 

Crew：4crew members
 

Engine：TFE731-5R-1H、1,950kg×２
Width：15.7m

 
Length：15.6m

 
Height：5.4m

 
Max Speed：860km/h

 
Range：about 5,500km

乗員：５名
エンジン：ダートMK542-10、3,060SHP×２
全幅：32.0m
全長：26.3m
全高：9.0m
全備重量：24,500kg
最大速度：450km/h
ペイロード：5,280kg
航続距離：2,200km

 

Crew：5crew members
 

Engine：Dart MK542-10、3,060SHP×２
Width：32.0m

 
Length：26.3m

 
Height：9.0m

 
Weight：24,500kg

 
Max Speed：450km/h

 
Payload：5,280kg

 
Range：2,200km

乗員：２名
エンジン：RB183-03、Tay MK611-8
全幅：約24m
全長：約27m
全高：約８m
最大速度：約マッハ0.8
航続距離：約6,500km

 

Crew：2crew members
 

Engine：RB183-03、Tay MK611-8
Width：about 24m

 
Length：about 27m

 
Height：about ８m

 
Max Speed：about Mach 0.8
Range：about 6,500km

誘導方式：プリプログラム＋指令＋TVM
全長：約５m
直径：約0.4m
重量：約１t
射程：百数十 km
燃料：固体１段

Guidance System： Pre-Program＋Ground
 

Control＋TVM
 

Length： approx.5m
 

Diameter： approx.0.4m
 

Weight： approx.1t
 

Range： more than 100km
 

Fuel：Single Stage Solid Fuel
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(注)

：採用試験、 ：試験又は選考、 ：教育期間終了後

(注) 医科歯科幹部候補生は、医師、歯科医師国家試験に合格し、所定の教育訓練を終了すれば、２尉に昇進

士長

１士

２士

曹長

１曹

２曹

３曹

准 尉

将～３尉

曹

准 尉

幹 部 ： 将 ・ 将 補 ・ １ 佐 ・ ２ 佐 ・ ３ 佐 ・ １ 尉 ・ ２ 尉 ・ ３ 尉

武 器 弾 薬 武器弾薬

准
・
曹
・
士
の

職

域

救難救 難

衛生、放射線、臨床検査、歯科衛 生ヘリコプター整備、ヘリコプター整備（機上）、航空機整備、

航空機整備（機上）、エンジン整備
航 空 機 整 備

警備、警務警 備油圧整備、計器整備、電機整備、救命装備品整備航空機装備品整備

音楽音 楽有線器材整備有 線 整 備

教育訓練教 育 訓 練火器管制装置整備、計測器整備武 装 整 備

総務、人事、厚生総 務 人 事

印刷製図印 刷基地防空電子整備、基地防空機械整備、高射電子整備、高

射機械整備
高 射 整 備

調達、会計会 計

補給、燃料補 給地上電子整備、気象器材整備、航空管制器材整備、警戒管

制レーダー整備、地上無線整備、電算機整備
無線、レーダー整備

給養給 養通信、機上無線通 信

空中輸送（戦術輸送）、空中輸送（特別輸送）、輸送輸 送基地防空操作、高射操作高 射

消防消 防飛行管理、航空管制、警戒管制、警戒管制（機上警戒管制）管 制 警 戒

土木建設、電気、設備機械、給汽施 設電算機処理電 算 機

工作工 作気象観測気 象

車両整備、動力器材整備車 両 整 備語学、情報、無線調査、調査情 報

幹
部
の
職
域

研 究 開 発音 楽会 計施 設通 信 電 子高 射

法 務教 育生 産 調 達整 備気 象要 撃 管 制

警 務総 務 人 事補 給武 装情 報航 空 管 制

衛 生警 備監 理輸 送高 射 整 備プ ロ グ ラ ム飛 行

航空自衛隊の職種（仕事）は、次のようにいろいろとあります。

女 子

男 子

一 般

医科・歯科・薬剤科

一 般 ・ 技 術

推 薦

２等陸・海・空士

一 般 曹 候 補 生

航 空 学 生

防 衛 医 科 大 学 校 学 生

防衛大学校学生

幹 部 候 補 生

18歳以上27歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

高卒（見込含）21歳未満の者

高卒（見込含）21歳未満の者

高卒（見込含）21歳未満の者（自衛官は23歳未満）

高卒（見込含）21歳未満の者（推薦については高等学校長の推
薦等が、別途必要です。）

専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未満の者（薬剤科は26歳未
満の者（薬学修士学位取得者は28歳未満））

20歳以上26歳未満の者（22歳未満の者は大卒（見込含））（大学
院修士学位取得者及び自衛官は28歳未満）

18歳以上27歳未満の人たちが自衛官となる最も一般的なコースとして任期制自衛官があります。入隊と同時に２等

同時に２等空士に任命され、山口県防府市や埼玉県熊谷市にある航空教育隊で教育を受けた後、専門的な知識を習得す

るために航空自衛隊の学校に入校します。その後各部隊に配置され、いろいろな分野で活躍することができます。

幹 部 候 補 生

一

般

大

学

等

防

衛

大

学

校

防
衛
医
科
大
学
校航

空
学
生

一
般
曹
候
補
生

任
期
制
自
衛
官
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パイロットになるまで

一般幹部候補生課程

一般大学等約10ヶ月、防大約６ヶ月 幹部候補生学校(奈良)

航空学生課程

約２年 第12飛行教育団(防府北)

隊付教育 約２ヶ月

飛行準備課程

約１～６ヶ月 第12飛行教育団(防府北)

初級操縦(T-7)課程

T-7 約６ヶ月 第11飛行教育団(静浜) 第12飛行教育団(防府北)

基本操縦(T-400)課程(長期)

T-400 約13ヶ月
第３輸送航空隊(美保)

米留 T-37/T-6操縦課程

(英語の課程含む)
T-37、T-6 約13ヶ月(米国)

基本操縦(T-4)前期課程

T-4 約８ヶ月
第13飛行教育団(芦屋)

米留 T-38基本操縦課程

T-38 約７ヶ月(米国)

基本操縦(T-4)後期課程

T-4 約７ヶ月
第１航空団(浜松)

戦闘機導入課程

T-38 約２ヶ月(米国)

米留 T-1A基本操縦課程

T-1A 約６ヶ月(米国)

救難操縦課程

C-1 約６ヶ月
第３輸送航空隊(美保)
C-130H 約６ヶ月
第１輸送航空隊(小牧)

戦闘機操縦(F-15)課程

F-15 約９ヶ月
飛行教育航空隊(新田原)

戦闘機操縦(F-2)課程

F-2 約10ヶ月
第４航空団(松島)

F-4EJ機種転換操縦課程

F-4 約４ヶ月
第５航空団(新田原)

救難機部隊 輸送機部隊 F-15部隊 F-4部隊 F-2部隊

輸送機操縦課程

UH-60J 約６ヶ月
救難教育隊(小牧)
U-125A 約４ヶ月
救難教育隊(小牧)

27



航空自衛隊 階級章
JASDF Grades and lnsignia

き章
Badges

准曹士先任識別章
SeniorEnlisted AdvisorBadge

国際平和維持活動関連記章
United Nations Peace Keeping Operations

帽章
Cap Insignias

部隊章
Major Commands and Unit

自衛官の防衛記念章
Japan Self Defense Forces Service Ribbons
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害派

統合幕僚長及び航空幕僚長
Chief of Staff,Joint Staff Office/Air Staff Office

２等空士
Airman 3rd Class

１等空士
Airman 2nd Class

空士長
Airman 1st Class

３等空曹
Staff Sergeant

２等空曹
Technical Sergeant

１等空曹
Master Sergeant

空曹長
Chief Master Sergeant

３等空佐
Major

２等空佐
Lieutenant Colonel

１等空佐
Colonel

准空尉
Warrant Officer

３等空尉
Second Lieutenant

２等空尉
First Lieutenant

１等空尉
Captain

空将補
Major General

空将
Lieutenant General

内務班長き章
Leader of Barrack

体力き章
Excellency in Physical Ability

航空き章・航空士
Crew Except Pilot

航空き章・操縦士
Pilot

航空管制き章
Air Traffic Control

航空学生き章
Aviation Cadet

高射管制き章
SAM Operations Officer

不発弾処理き章
Explosives Disposal Officer

兵器管制き章
Weapons Control Officer

航空医官き章
Flight Surgeon

編制単位部隊准曹士先任識別章

編制単位群部隊准曹士先任識別章

編制部隊等准曹士先任識別章

編合部隊等准曹士先任識別章

航空自衛隊准曹士先任識別章

国籍記章
Japan Badge

平和協力隊員記章
PKO Emblem

国連記章
United Nations Insingnia

補給本部及び補給処
Air Material Command and Air Depot

航空開発実験集団
Air Development and Test Command

航空教育集団
Air Training Command

航空支援集団
Air Support Command

南西航空混成団
SouthWestern Composite Air Division

西部航空方面隊
Western Air Defense Force

中部航空方面隊
Central Air Defense Force

北部航空方面隊
Northern Air Defense Force

航空総隊
Air Defense Command

大臣直轄及び機関
Direct Reporting Units

第36号防衛記念章
国家的行事に関す
る業務従事者

第35号防衛記念章
国際貢献(イラク人道
復興支援特別措置法)

第34号防衛記念章
国際貢献(テロ対
策特別措置法)

第33号防衛記念章
国際貢献(PKO･国際
緊急援助活動等)

第32号防衛記念章
海外訓練経験者

第31号防衛記念章
海外勤務経験者

第30号防衛記念章
10年以上勤務者

第29号防衛記念章
25年以上勤務者

第28号防衛記念章
情報本部勤務者

第27号防衛記念章
平成18年３月26日以前
の統幕･情本勤務者

第26号防衛記念章
陸上、海上、及び航
空幕僚監部勤務者

第25号防衛記念章
統幕勤務者(統幕
学校除く。)

第24号防衛記念章
本省内部部局勤務
者

第23号防衛記念章
中隊長、艦長、隊長
等(１尉)

第22号防衛記念章
大隊長、中隊長、艦長、飛
行隊長等(２佐又は３佐)

第21号防衛記念章
連隊長、護衛隊司令、
飛行群司令等(１佐)

第20号防衛記念章
空挺団長、護衛隊詳司令、
航空団司令等(将補)

第19号防衛記念章
方面総監、自衛艦隊司令
官、総隊司令官等(将)

第18号防衛記念章
第１級賞状受賞に
係わる業務従事者

第17号防衛記念章
特別賞状受賞に係
わる業務従事者

第16号防衛記念章
防災、安全功労者表彰
に係わる業務従事者

第15号防衛記念章
第５級賞詞受賞者
(訓練、演習等)

第14号防衛記念章
第５級賞詞受賞者
(発明考案、業務改善)

第13号防衛記念章
第５級賞詞受賞者
(航空無事故等)

第12号防衛記念章
第５級賞詞受賞者
(災害派遣等の行動)

第11号防衛記念章
第４級賞詞受賞者
(訓練、演習等)

第10号防衛記念章
第４級賞詞受賞者
(発明考案、業務改善)

第９号防衛記念章
第４級賞詞受賞者
(航空無事故等)

第８号防衛記念章
第４級賞詞受賞者
(災害派遣等の行動)

第７号防衛記念章
第３級賞詞受賞者
(訓練、演習等)

第６号防衛記念章
第３級賞詞受賞者
(発明考案、業務改善)

第５号防衛記念章
第３級賞詞受賞者
(航空無事故等)

第４号防衛記念章
第３級賞詞受賞者
(災 遣等の行動)

第３号防衛記念章
第２級賞詞受賞者

第２号防衛記念章
第１級賞詞受賞者

第１号防衛記念章
特別賞詞受賞者
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航空自衛隊基地所在地 JASDF Bases

基地名 所 在 地 〒 主 な 部 隊 電話番号

市 谷 東京都新宿区市谷本村町5-1 162-8804 空幕、空シス隊、情資群、情保隊、中業隊 03(3268)3111

千 歳 北海道千歳市平和無番地 066-8510
２空団、８移警隊、３高群、３高群指隊、３高群整隊、３高群
９高隊、10高隊、北施２作隊、基教隊、千救隊、千管隊、千気
隊、特輸隊、３移通隊

0123(23)3101

稚 内 北海道稚内市恵比須5-2-1 097-0025 18警隊 0162(23)5377

網 走 北海道網走市字美岬官有無番地 093-8666 28警隊 0152(43)3556
･3666

根 室 北海道根室市光洋町4-15 087-8555 26警隊、作情隊 01532(4)8004

襟 裳 北海道幌泉郡えりも町えりも岬407 058-0342 36警隊 01455(3)1136

当 別 北海道石狩郡当別町字弁華別番外地 061-0294 45警群 01332(3)2344

奥 尻 島 北海道奥尻郡奥尻町字湯浜 043-1496 29警隊 01397(2)2046

長 沼 北海道夕張郡長沼町馬追台 069-1394 ３高群11高隊、24高隊 01238(8)2604

八 雲 北海道二海郡八雲町緑町34 049-3118 ６高群20高隊、23高隊 0137(62)2262

三 沢 青森県三沢市後久保125-7 033-8604 北空、３空団、北警団、６高群、６高群指隊、北施隊、北空音、
警空隊、三ヘリ隊、三管隊、三気隊、三病 0176(53)4121

大 湊 青森県むつ市大字大湊字大近川44番地ノ官有地 035-0096 42警群 0175(24)1110
･1191

東 北 町 青森県上北郡東北町大沢5-4 039-2651 ４補東北支処 0175(63)3235

車 力 青森県つがる市富 町字屛風山１ 038-3393 ６高群21高隊、22高隊、４移通隊 0173(56)2531

山 田 岩手県下閉伊郡山田町豊間根東山国有林９林班カ小班 028-1300 37警隊 0193(82)2636
･3346

加 茂 秋田県男鹿市男鹿中国有地内 010-0664 33警隊 0185(33)3030
･3039

秋 田 秋田県秋田市雄和椿川字山籠23-26 010-1211 秋救隊 018(886)3320

松 島 宮城県東松島市矢本字板取85 981-0503 ４空団、松救隊、松管隊、松気隊 0225(82)2111

大滝根山 福島県双葉郡川内村大字上川内字花の内６ 963-4191 27警群 0247(79)2277

百 里 茨城県小美玉市百里170 311-3494 ７空団、偵空隊、中施３作隊、百救隊、百管隊、移管隊、百気
隊 0299(52)1331

霞 ヶ 浦 茨城県土浦市右籾町2410 300-8619 １高群３高隊 0298(42)1211

木 更 津 千葉県木更津市岩根1-4-1 292-0061 １補 0438(41)1111

習 志 野 千葉県船橋市薬円台3-20-1 274-8577 １高群１高隊 047(466)2141

峯 岡 山 千葉県南房総市丸山町平塚乙2-564 299-2508 44警隊 0470(46)3001

熊 谷 埼玉県熊谷市拾六間839 360-8580 ４術校、２教群、生徒隊、１移警隊 048(532)3554

入 間 埼玉県狭山市稲荷山2-3 350-1394
中空、中警団、１高群、１高群指隊、１高群整隊、１高群４高
隊、中施隊、プロ管、総司飛、空救団、２輸空隊、管制群、入
気隊、飛点隊、開発集団、電実群、３補、４補

04(2953)6131

十 条 東京都北区十条台1-5-70 114-8566 補本、１補東支 03(3908)5121

目 黒 東京都目黒区中目黒2-2-1 153-8933 幹校 03(5721)7014

府 中 東京都府中市浅間町1-5-5 183-8521 総隊、防指群、支援集団、気象群 042(362)2971

立 川 東京都立川市栄町1-2-10 190-8585 １補立支、医実隊、航安隊、空音 042(524)4131
～6

硫 黄 島 東京都小笠原村硫黄島 350-1394 硫基隊 04998(4)1111
～4

武 山 神奈川県横須賀市御幸浜3-1 238-0317 １高群２高隊 0468(56)1291

佐 渡 新潟県佐渡市金井新保丙2-27 952-1208 46警隊 0259(63)4111

新 潟 新潟県新潟市中央区船江町3-135 950-0031 新潟救隊 025(273)9211

小 松 石川県小松市向本折町戌267 923-8586 ６空団、９移警隊、中施隊２作隊、小松救隊、小管隊、小気隊 0761(22)2101

輪 島 石川県輪島市河井町十部29-7 928-8502 23警群 0768(22)0605
･2394
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基地名 所 在 地 〒 主 な 部 隊 電話番号

静 浜 静岡県焼津市上小杉1602 421-0293 11教団、静管隊、静気隊 054(622)1234

浜 松 静岡県浜松市西区西山町無番地 432-8551 教育集団、１空団、１術校、２術校、教整隊、警空隊、高教隊、
中空音、浜救隊、浜管隊、浜気隊 053(472)1111

御 前 崎 静岡県御前崎市御前崎2825-1 421-0601 22警隊 0548(63)2160

小 牧 愛知県小牧市春日寺1-1 485-8652 １輸空隊、空救団整群、救教隊、５術校、牧管隊、牧気隊、機
動衛生隊 0568(76)2191

高 蔵 寺 愛知県春日井市木附町無番地 487-0003 ４補高支 0568(51)0265

岐 阜 岐阜県各務原市那加官有無番地 504-8701 ２補、飛実団、４高群、４高群指隊、４高群整隊、４高群13高
隊、15高隊、岐病、岐管隊、岐気隊 058(382)1101

笠 取 山 三重県津市榊原町4183-12 514-1251 １警群 059(252)1155

白 山 三重県津市白山町大原297 515-3137 ４高群14高隊 059(269)3111

饗 庭 野 滋賀県高島市新旭町饗庭3356-1 520-1531 ４高群12高隊 0740(25)4343

串 本 和歌山県東牟婁郡串本町須江1383-12 649-3632 ５警隊 0735(65)0134

奈 良 奈良県奈良市法華寺町1578 630-8552 幹候校 0742(33)3951

経 ヶ 岬 京都府京丹後市丹後町袖志無番地 627-0245 35警隊 0772(76)0631
･0632

高 尾 山 島根県松江市美保関町森山632 690-1312 ７警隊 0852(72)2226
･2227

美 保 鳥取県境港市小篠津町2258 684-0053 ３輸空隊、７移警隊、美管隊、美気隊 0859(45)0211

防 府 北 山口県防府市田島無番地 747-8567 12教団、防管隊、防気隊 0835(22)1950

防 府 南 山口県防府市田島無番地 747-8555 空教隊 0835(22)1950

見 島 山口県萩市見島1518-1 758-0701 17警隊 0838(23)2011
･2158

土佐清水 高知県土佐清水市下益野2078-2 787-0445 土通隊 08808(5)0266

芦 屋 福岡県遠賀郡芦屋町大字芦屋1455-1 807-0192 ３術校、２高群整隊、２高群５高隊、６高隊、西施隊、芦救隊、
芦管隊、芦気隊、13教団 093(223)0981

春 日 福岡県春日市原町3-1-1 816-0804 西空、西警団、２高群、２高群指隊、西司飛、西空音、春ヘリ
隊、春管隊、春気隊、２移通隊 092(581)4031

築 城 福岡県築上郡築上町大字西八田 829-0151 ８空団、２高群７高隊、西施隊３作隊、築管隊、築気隊 09305(6)1150

高 良 台 福岡県久留米市荒木町藤田官有地 830-6528 ２高群８高隊 0942(21)7400

背 振 山 佐賀県神埼市背振町大字服巻字背振山1358 842-0293 43警群 092(803)1146
･(804)6104

福 江 島 長崎県五島市三井楽町嶽770-1 853-0607 15警隊 0959(84)2074

海 栗 島 長崎県対馬市上対馬町鰐浦1217 817-1719 19警隊 09208(6)2202
･3525

新 田 原 宮崎県児湯郡新富町大字新田19581 889-1492 ５空団、西施隊２作隊、飛教隊、新救隊、新管隊、新気隊、教
空隊 0983(35)1121

高 畑 山 宮崎県串間市大字本城４ 888-0008 13警群 0987(77)0303

下 甑 島 鹿児島県薩摩川内市下甑町長浜無番地 896-1492 ９警隊 09969(5)0015

奄美大島 鹿児島県奄美市笠利町505-2 894-0505 奄通隊 0997(63)0700

沖永良部島 鹿児島県大島郡知名町上平川2081-1 891-9292 55警隊 0997(93)2169

那 覇 沖縄県那覇市字当間301 901-0194
南混団、83空隊、南警隊、５高群、５高群指隊、５高群整隊、
５高群17高隊、南施隊、南空音、那救隊、那ヘリ隊、那管隊、
那気隊、那病

098(857)1191

恩 納 沖縄県国頭郡恩納村字恩納7441 904-0411 ５高群19高隊 098(966)2053

与 座 岳 沖縄県糸満市字与座1780 901-0322 56警群 098(994)2268

知 念 沖縄県南城市佐敷字佐敷1641 901-1403 ５高群16高隊、18高隊 098(948)2813

久 米 島 沖縄県島尻郡久米島町字宇江城山田原2064-1 901-3101 54警隊 098(985)3690

宮 古 島 沖縄県宮古島市上野字野原1190-189 906-0292 53警隊 09807(6)6745
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自衛隊地方協力本部所在地 JSDF Provincial Cooperation Office

地 方 協
力 本 部 郵便番号 所 在 地 電話番号 URL

札 幌 060-0004 札幌市中央区北４条西15丁目１ 011(631)5471 http://www.mod.go.jp/pco/sapporo/

函 館 042-0934 函館市広野町6-25 0138(53)6241 http://www.mod.go.jp/pco/hakodate/

旭 川 070-8630 旭川市春光町国有無番地 0166(51)6060 http://www.mod.go.jp/pco/asahikawa/

帯 広 080-0024 帯広市西14条南14丁目４ 0155(23)5882 http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

青 森 030-0861 青森市長島１丁目3-5 青森第２地方合同庁舎２ F 017(776)1594 http://www.mod.go.jp/pco/aomori/

岩 手 020-0021 盛岡市中央通り３丁目4-11 019(623)3236 http://www.mod.go.jp/pco/iwate/

宮 城 983-0842 仙台市宮城野区五輪１丁目3-15 仙台第３合同庁舎１ F 022(295)2612 http://www.mod.go.jp/pco/miyagi/

秋 田 010-0951 秋田市山王４丁目3-34 018(823)5404 http://www.mod.go.jp/pco/akita/

山 形 990-0031 山形市十日町４丁目3-21 023(622)0712 http://www.mod.go.jp/pco/yamagata/

福 島 960-8162 福島市南町86 024(546)1920 http://www.mod.go.jp/pco/fukushima/

茨 城 310-0011 水戸市三の丸３丁目11-9 029(231)3315 http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/

栃 木 320-0043 宇都宮市桜５丁目1-13 宇都宮地方合同庁舎２ F 028(634)3385 http://www.mod.go.jp/pco/tochigi/

群 馬 371-0805 前橋市南町３丁目64-12 027(221)4471 http://www.mod.go.jp/pco/gunma/

埼 玉 330-0061 さいたま市浦和区常盤４丁目11-15 浦和合同庁舎３ F 048(831)6043 http://www.mod.go.jp/pco/saitama/

千 葉 263-0021 千葉市稲毛区轟町１丁目1-17 043(251)7151 http://www.mod.go.jp/pco/chiba/

東 京 162-0845 新宿区市谷本村町5-2 03(3260)0543 http://www.mod.go.jp/pco/tokyo/

神 奈 川 240-0062 横浜市保土ヶ谷区岡沢町273 045(331)4947 http://www.mod.go.jp/pco/kanagawa/

新 潟 951-8035 新潟市中央区船場町２丁目3423 025(229)3232 http://www.mod.go.jp/pco/niigata/

山 梨 400-0005 甲府市北新１丁目7-9 055(253)1591 http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

長 野 380-0846 長野市旭町1108 長野第２合同庁舎１ F 026(233)2108 http://www.mod.go.jp/pco/nagano/

静 岡 420-0821 静岡市葵区柚木366 054(261)3151 http://www.mod.go.jp/pco/sizuoka/

富 山 930-0856 富山市牛島新町6-24 076(441)3271 http://www.mod.go.jp/pco/toyama/

石 川 921-8506 金沢市新神田４丁目3-10 金沢新神田合同庁舎３ F 076(291)6250 http://www.mod.go.jp/pco/ishikawa/

福 井 910-0017 福井市文京１丁目17-24 0776(23)1910 http://www.mod.go.jp/pco/fukui/

岐 阜 502-0817 岐阜市長良福光2675-3 058(232)3127 http://www.mod.go.jp/pco/gifu/

愛 知 454-0003 名古屋市中川区松重町3-41 052(331)6266 http://www.mod.go.jp/pco/aichi/

三 重 514-0003 津市桜橋１丁目91 059(228)4722 http://www.mod.go.jp/pco/mie/

滋 賀 520-0806 大津市打出浜13-39 077(524)6446 http://www.mod.go.jp/pco/shi /

京 都 604-0043 京都市中京区御池通西洞院西入ル石橋町438-1 京都地方合同庁舎２・３F 075(211)3471 http://www.mod.go.jp/pco/kyoto/

大 阪 540-0008 大阪市中央区大手前4-1-67 大阪合同庁舎２号館３ F 06(6942)0543 http://www.mod.go.jp/pco/osaka/

兵 庫 650-0042 神戸市中央区脇浜海岸通1-4-3 神戸防災合同庁舎 078(331)9896 http://www.mod.go.jp/pco/hyogo/

奈 良 630-8301 奈良市高畑町552 奈良第２合同庁舎１ F 0742(23)7001 http://www.mod.go.jp/pco/nara/

和 歌 山 640-8287 和歌山市築港１丁目14-6 073(422)5116 http://www.mod.go.jp/pco/wakayama/

鳥 取 680-0845 鳥取市富安２丁目89-4 鳥取第１合同庁舎６ F 0857(23)2251 http://www.mod.go.jp/pco/tottori/

島 根 690-0825 松江市向島町134-10 松江合同庁舎４ F 0852(21)0015 http://www.mod.go.jp/pco/shimane/

岡 山 700-8517 岡山市下石井１丁目4-1 岡山第２合同庁舎２ F 086(226)0361 http://www.mod.go.jp/pco/okayama/

広 島 730-0012 広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎４号館６ F 082(221)2957 http://www.mod.go.jp/pco/hiroshima/

山 口 753-0092 山口市八幡馬場814 083(922)2325 http://www.mod.go.jp/pco/yamaguchi/

徳 島 770-0862 徳島市万代町3-5 徳島第２地方合同庁舎 088(623)2220 http://www.mod.go.jp/pco/tokushima/

香 川 760-0062 高松市塩上町３丁目11-5 087(831)0231 http://www.mod.go.jp/pco/kagawa/

愛 媛 790-0003 松山市三番町８丁目352-1 089(941)8381 http://www.mod.go.jp/pco/ehime/

高 知 780-0065 高知市塩田町8-1 088(822)6128 http://www.mod.go.jp/pco/kochi/

福 岡 816-0078 福岡市博多区竹丘町１丁目12番 092(584)1881 http://www.mod.go.jp/pco/fukuoka/

佐 賀 840-0047 佐賀市与賀町2-18 0952(24)2291 http://www.mod.go.jp/pco/saga/

長 崎 850-0862 長崎市出島町2-25 防衛省合同庁舎２ F 095(826)8844 http://www.mod.go.jp/pco/nagasaki/

大 分 870-0003 大分市生石５丁目5-1 097(536)6271 http://www.mod.go.jp/pco/oita/

熊 本 862-0971 熊本市大江４丁目2-21 096(366)1271 http://www.mod.go.jp/pco/kumamoto/

宮 崎 880-0901 宮崎市東大淀２丁目1-39 0985(53)2643 http://www.mod.go.jp/pco/miyazaki/

鹿 児 島 890-0068 鹿児島市東郡元町４番１号 鹿児島第２地方合同庁舎１ F 099(253)8920 http://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/

沖 縄 900-0016 那覇市前島３丁目24-3-1 098(866)5457 http://www.mod.go.jp/pco/okinawa/
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現在の航空自衛隊を知っていただくために、戦闘機

や装備品の展示をはじめ、シミュレーターや映像シア

ターを設置しています。見て体験して楽しむ航空自衛

隊のテーマパークです。

エアーパーク

航空自衛隊浜松広報館

エアパーク全景

展示格納庫 来訪者300万人記念(2009.２)展示資料館 XF-2 のモックアップ
-

〒432-8551
静岡県浜松市西区西山町無番地
航空自衛隊浜松基地
TEL053-472-1111（代)
内線 3381～3（FAX）内線 3389 http://www.mod.go.jp/asdf/airpark/

■交通のご案内

●J R 浜松駅北口のバスターミナル14番線から
泉･高丘行 泉四丁目下車 徒歩約10分

●東名高速道浜松西インター出口から浜松広報館まで
車で約10分

●浜松広報館への入館は、基地外周を左回りで入場
(右折入場禁止)

東名高速道

新幹線

車約10分

バス約25分

三ヶ日
I.C

浜松
I.C

浜松西
I.C

名古屋 浜松 静岡

(Hamamatsu AB)



空を見上げた。

そこにはいつも夢がある。
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